
 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

ひらかた環境ネットワーク会議では2月5日(土)、メセナひらかた会館で今年5回目となる「ひら

かたエコフォーラム2011～ストップ・ザ・地球温暖化！～」を開催しました。 

昨年から「ライトダウン」「エコチェックDAY」「エコフォーラム」を3本柱とし温暖化対策事業

に取り組んできました。エコフォーラムはこの温暖化対策事業の一年間の取り組みの“まとめ報

告の場”でもあり、“環境団体の活動交流の場”であると同時に、広く市民の皆さんへの“発信の

場”でもあるのです。 

今回は特に“ストップ・ザ・地球温暖化！のメッセージをより打ち出すには？”というところ

に重点を置き、話し合いを進めてきました。より多くの方にこのテーマをわかってもらう為、い

ろんなアイディアを盛り込んだイベントを企画しました。その甲斐あってか、過去最大の300人を

超える参加があり、アンケートには「子供も勉強になった」「上の子も連れてくるべきだった」な

ど、子育て世代の親から子供に環境の事を考えてもらういい場だったと評価する声を頂きました。

又、毎年参加されている方からは「年々内容が充実している」など好評の意見が寄せられました。 

<次のページに関連記事掲載> 
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環境表彰では様々な環境分野での取り組みで頑張
っている学校園・団体・個人が表彰されました 

 

団体・事業者・行政が取組んでいる活動を発表し、市民と 
意見交換を行った“わいわい！環境市民トーク”。 
「もっといっぱい聞きたかった」と参加者の声。 

当選者に賞品渡しを手伝ってくれた 
左より葵ちゃん、咲ちゃん 

 エコチェック DAY の回収枚数が昨年度比 60%増となる結果に歓声が上がり
ました(写真はエコチェックＤＡＹ当選者への賞品渡しの様子) 

FMひらかたやＫキャットで
当日の様子が流れました 

 

１3 団体すべてのブースを回ってクイズに答えると
試食券がＧＥＴできるゲームを行いました 

枚方の名産品試食は子供たち
に大好評！ 

紙芝居サークル「よっちゃん」による環境紙芝居
もあり、子供たちが真剣に聞き入っていました 

自然クラフト教室では家族連れや女性に人気！ 
自分の作った作品を喜んでもって帰っていました 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エコポイント寄附ありがとうございました 

ひらかた環境ネットワーク会議は、家電・住宅エコポイント制度の「環境寄付

対象団体」として登録されていますが、会員をはじめとする多くの皆様のおかげ

で、昨年 8月～今年 2月までに 25万 6356 円のエコポイント寄附を頂くことがで

きました。これらの寄附金は、エコチェックＤＡＹなどの地球温暖化対策事業に

活用させて頂きます。ご協力ありがとうございました。 

■市長訪問 

2 月 28 日(金)にエコチェックＤＡＹの中間報告を行う為、

市長を表敬訪問しました。報告後、予定していた時間を大幅

に過ぎ一時間近くに渡って様々な事柄について意見交換を行

いました。 

■創立 7周年記念プチパーティー 

創立 7 周年を迎えた 2 月 15 日(火)、サプリ村野にて

ささやかなプチパーティーを行いました。参加できない

方からの差し入れもあり昼食を囲んで、設立時の事のエ

ピソード話なども出て楽しいひと時となりました。 

↓
市
長
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敬
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問
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子 

↑
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前号でもとりあげた「ひらかたエコチェック DAY」の集計の結果、参加人数

が 8969 人と昨年度比 160％という嬉しい結果になりました。 

(昨年度の参加者 4952 人) 

今年度は特に自分たちと共に一緒に取り組んでくれる人を増やすというこ

とで、たくさんの方々が事業所や学校、自治会などに足を運び、直接、温暖化

対策事業の取組みの必要性についての理解を求めました。このことが功を奏

し、参加者をはじめとする多くの方の協力・協賛をいただくことができました。 

今回達成した数字は一市民団体ではなく、協働の場とし

てのひらかた環境ネットワーク会議の強みを活かし、市民、

事業者、行政、団体等が連携・協力し“繋がる”ことで、

得られた結果だと思います。このことは今後の枚方の温暖

化対策に大きな力になるのではないでしょうか。参加・協

賛・協力いただいた方々にお礼を申し上げます。今後も継

続して日常の中での温暖化対策行動を共に続けていきまし

ょう！！ 
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平成 22 年度のＳ－ＥＭＳ審査に、新規環

境教育サポーター8 名と更新講座修了生 6 名

の計14名が市民審査員として参加しました。 

1月20日輝きプラザきららで行われた書類

審査では、昨年度の見直し及びＳ－ＥＭＳ支

援チームの努力により、学校園からの提出様

式が大幅に簡素化されたため、従来、数日を

要していた 75 学校園の書類審査が１日で完

了する結果となり、おかげで、数字入力の間

違いもほぼなくなり、各審査員は提出書類の

中で学校園の取組みの内容にチェックの重

点を置くことができました。 

 

一方、1月 24日から 28 日までの訪問審査では、14名全員が参加し、今年度も教育委員会に加え、

環境総務課職員も同行し、3者体制で予定の 25 学校園を 5つのグループに分かれ訪問しました。今

回は、書類審査様式・訪問審査様式共に評価内容がわかりやすく改善されたので、記入しやすくな

りました。 

2 月 19 日にはサプリ村野で、今年度Ｓ－ＥＭＳ審査の反省会を開催し、審査参加のサポーター7

名と支援チームが出席しました。反省会では、審査終了後に実施した「審査結果アンケート」を基

に、各自、感想や意見を報告しました。参加者からは、Ｓ－ＥＭＳの現状を踏まえ、どう継続して

いくか等、より良いシステムに向けての熱い思いが伝わってきました。反省会の結果は、次年度初

めに予定している市との「次年度Ｓ－ＥＭＳ意見交換会」で反映していく予定です。 

昨年 8月の「くらわんか塾」環境教育サポーター養成講座を皮切りに、2月のＳ－ＥＭＳ審査反

省会の終了をもって、今年度の全てのＳ－ＥMS審査関連スケジュールが終了しました。進行に当た

り、色々と御協力頂きました関係者の皆様、本当にありがとうございました。 

 

 

 

↓
書
類
審
査
の
様
子
↓ 

↓
反
省
会
の
様
子 

会員数 146 名：正会員 136 名（個人 104、非営利団体 21、営利団体 11） 

       賛助会員 10 名（個人  09、非営利団体 01、営利団体 00）※平成 23 年 3 月 15 日現在 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このコーナーの情報に関する申し込み、お問い合わせは、ひらかた環境ネットワーク会議事務局までご連絡ください。 

☎０７２・８４７・２２８６ 

第１１回バスのってスタンプラリ 

～桜の名所をめぐってみませんか？～ 

 
日 時 4 月 2日(土) 

8 時半受付開始 

    9 時スタート 16 時終了 

集合場所 枚方市役所前岡東中央公園 

     (京阪「枚方市」駅下車) 

定 員 150 名 参加無料(別途交通費必要) 

内 容 サイコロで最初の行き先を決めてか
らバスに乗り、枚方市内の桜名所を
スタンプやクイズに答えながら巡り
ます。 

【桜ポイント】 

水面廻廊、桜公園、コマツ横街路樹、御殿山
公園、船橋川堤防、楠葉東公園、天野川堤防、
香里団地並木、牧野公園、市民の森、枚方カ
ントリー、百済寺跡公園など 

※詳細は別紙チラシにて 

 

 

    

 

  

 

平成23年度通常総会のご案内 

 

 

  

 

平成 23 年度の通常総会を下記の通り開催し

ます。何かとお忙しいとは存じますか、ご出席

賜りますよう、宜しくお願いします。 

会員には、5 月中旬に案内と議案書を発送しま

す。 

 

日 時 5月 28日(土) 受付 1時 開始 1時半 

場 所 枚方市市民会館 

内 容 1 部：総会(議案審議) 1 時半～ 

    2 部：会員交流親睦会 2時～ 

 

 

 3 月 5日(金)「東海道宿場町再発見ウォークと歴史

講演」を開催しました。48 名の参加者と共に午前は

枚方宿東見付跡から西見付跡まで観光ガイドと共に

歩きました。わずか 1.5 ㎞の間に濃縮された、いく

つもの史跡に、今までとは違った見方で歩く事がで

き「何気なく通っていた道や建物にこんなにも歴史

的価値があったなんて」と参加者は感激した様子で

ウォーキングを楽しみました。 

 

午後からは宿場町枚方を考える会会長の堀江哲

男氏による「枚方宿あれやこれや」のテーマで講

演会を行いました。午前中に歩いたコースを振り

返りながら枚方宿場町の歴史的背景の話を聞くこ

とで、参加者は更に理解を深めることができ、歴

史的価値を活かした町づくりの大切さを感じても

らえたのではないでしょうか。 

今後もこのように、たくさんの方に枚方の魅力

を伝える活動を行いたいと思います。 

 ※次回 4月 3日(日)「天の川七夕ロマンウォーク」を開催します。詳細は別紙にてご覧下さい。 
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編集後記 

2010 年度は厳しい予算、環境基本計画改定の話し

合いや仕分け事業など、大変な年でした。しかし、

一方で公共交通部会や温暖化対策事業が賞をとるな

どの評価を受け、たくさんの方々の温かい協力・支

援をいただき、次につながる大きな成果を得た年で

もありました。私はコーディネーターとして、多く

の人に助けられこの 1 年半働いてまいりました。3

月で退職しますが、これからも「環境・国際協力・

平和」の分野で活動を続けていきます。短い間でし

たが本当にありがとうございました。今後のみなさ

まのご活躍をお祈りいたします。(正阿彌 記) 

 

 

 

 

平成 23年 4 月 1日発行（年 4回発行） 

発行：（特活）ひらかた環境ネットワーク会議 

〒573-0042 大阪府枚方市村野西町 5番 1号 

サプリ村野内（旧村野小学校） 

電 話 072-847-2286 

ＦＡＸ 072-380-4591 

Ｅメール jimukyoku@hirakata-kankyou.net 

ホームページ http://www.hirakata-kankyou.net 

発行責任者：丸井 晶子 

編集責任者：廣田 武司 

この会報誌は古紙再生紙・ソイインクを使用しています。 
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枚方市地球温暖化対策協議会の会員で地球温暖化防止に積極的に取り組んで

おられる、元気な事業者さんを紹介するコーナーです。 

今回は「京都信用金庫 枚方支店」さんです！ 

そ れ ゆ け エ コ 企 業 ！ ！ 

京都信用金庫 枚方支店 
▶住所：〒573-0022 枚方市宮之阪一丁目２４番１号  

▶ＴＥＬ：072-848-2111  URL:http://www.kyoto-shinkin.co.jp/  
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平成22年 10月 18日にリニューアルオープンした京都信用金

庫枚方支店は※「スマート・ブランチ・プロジェクト」の第 1 号

店です。平成 21 年に GSユアサの電動バイクを活用した社会実

験に参加したのがきっかけで、最新のエネルギー開発に力を入

れる地元の企業と一緒に何かできないかという事からできたの

がこのプロジェクトの始まりです。現在、枚方支店では太陽光・

風力発電をはじめとする環境に配慮した最新機器が設備され、

総電力使用量の約 25％をこれらの自然エネルギーでまかなうこ

とができ、 
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さ
い
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とができ、旧店舗と比較すると CO2排出量の約 37%が削減できることになります。 

また、全店舗でも「環境宣言」という基本理念・方針のもとで、５つの環境改善目標をかかげ、それぞれの

店舗が実行責任者をたてて、全職員一丸となって環境改善活動に取り組んでいます。こういった地道な活動に

より職員の行動にも変化が見られ、その一例としてエコを意識したイベントの企画提案が出たり、マイ箸持参 

 

↑
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す
ぐ
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※自然エネルギー利用を中心とした先進的環境技術導入に

より温室効果ガス発生の大幅削減を実現するプロジェク

ト 

など、自ら環境問題に関わろうとする姿勢が感じられます。 

このように職員の意識を変えることで、それがお客様にも伝わ 

り、さらには地域全体に広がるよう、今後も力を入れて頑張って

いってもらいたいです。 

。 

 


